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写真提供／一般社団法人三浦市観光協会

Pick up
member!

少女14人のボーカルダンスユニット。「おいしい日本！食の
ジュニアＰＲ大使」として、次世代を担う子どもたちに食と農
業の大切さや日本食の魅力などを伝える。

ピンク・ベイビーズとは…

鈴木 千夏
すずき ちなつ

生年月日／2000年8月16日　
出身／神奈川県
特技／ピアノ
趣味／歌うこと、音楽鑑賞

菅沼 茉祐
すがぬま まゆ

生年月日／1996年12月15日
出身／神奈川県
特技／モノマネ
趣味／ニコ動で動画巡り

「三崎のマグロ」って聞いたこと
ありますか？　神奈川県の名
物で、私たちも子どものころか
らずーっと食べてきた思い出の
味です。お刺身もお寿司もある
けれど、オススメは断然「マグ
ロ丼」!　レッスン後の疲れた
身体には、やっぱり丼モノがい
ちばんなんです♪

神奈川県

マグロ丼

特集  

太平洋クロマグロの資源管理

クロマグロ
食す・守る

編集・発行　農林水産省大臣官房総務課広報室
〒100-8950 東京都千代田区霞が関 1-2-1
TEL.03-3502-8111（代表） 　FAX.03-3502-8766
http://www.maff.go.jp/

農林水産業や農山漁村は、食料の安定供給はもちろんのこと、
国土や自然環境の保全、良好な景観の形成などの多面的機能
の発揮を通じ、国民の皆さまの毎日の生活において重要な役
割を担っております。また、農林水産行政は、生産などの現場
に密着したものであると同時に、毎日の生活に深く関わってい
ます。農林水産省では『aff』を通じ、農林水産業における先
駆的な取り組みや農山漁村の魅力、食卓や消費の現状などを
紹介しております。

広報誌『aff（あふ）』について

編集協力　株式会社KADOKAWA
〒102-8177 東京都千代田区富士見 2-13-3
TEL.03-3238-6255　FAX.03-3238-5832
http://www.kadokawa.co.jp

メールマガジンのご案内
大臣メッセージや施策の紹介、イベント情報などをお届けする
『農林水産省メールマガジン』を毎週金曜日に発行しておりま
す。ぜひご登録ください。無料です。
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/

ホームページのご案内
『aff』は農林水産省の
ホームページでもご覧になれます。
http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/

本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、
それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

フェイスブック・ツイッターのご案内
     フェイスブック https://www.facebook.com/maffjapan

     ツイッター https://twitter.com/MAFF_JAPAN

アートディレクション／樋口貴信 （THE HiGUCHi）　
デザイン／石割 亜沙子（lämpö）、GT BROS
編集スタッフ／西上範生

メバチ
45.1万ｔ
（21.5%）

キハダ
135.2万ｔ
（64.6%）

ビンナガ
25.6万ｔ
（12.2%）

総計
209.4万ｔ

ク
ロ
マ
グ
ロ

食
す・守
る

太平洋
クロマグロの
資源管理

特
集

取材・文／小泉秀希　撮影／福岡 拓（６、７ページ）　写真提供／東都水産、大間町、近畿大学水産研究所、イオン

危機に瀕する“魚の王様”、太平洋クロマグロを守れ！
　魚は私たちの食生活に欠かせない食
材の一つですが、中でも太平洋クロマ
グロは、その大きな魚体と豊かな味わい
から“魚の王様”と呼ばれています。
　太平洋クロマグロの漁獲量は、マグ
ロ類のうちのわずか0.6％。もともとその

数は少なく、さらにここ20年ほどで激減
するという危機的状況にあります。
　水産庁では、太平洋クロマグロの資
源管理に向けて、さまざまな取り組みを
進めています。

資料：FAO統計
※注：集計方法の違いにより、農林水産省「漁業・養殖業生産
統計」の値と一致しない

世界のマグロ類の魚種別漁獲量（2012年）

大西洋クロマグロ
1.2万ｔ
（0.6%）

ミナミマグロ
0.9万ｔ
（0.4%）

太平洋クロマグロは
1.3万tと、全体のわずか0.6%

agriculture forestry fisher ies
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ず
れ
も
甲
乙
つ
け

難
い
ク
ロ
マ
グ
ロ

で
す
が
、〝
最
高

級
の
マ
グ
ロ
〞
と

し
て
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
特
に
大

型
の
天
然
モ
ノ
で

す
。
と
て
も
希
少

で
あ
り
値
段
も
高

く
、〝
海
の
ダ
イ

ヤ
〞
と
も
称
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
く

の
人
に
と
っ
て
、

食
す
る
機
会
は
少
な
く
て
も
、
お
祝
い

事
な
ど
の
「
ハ
レ
の
日
」
に
食
べ
た
い

と
思
う
、
日
本
の
食
文
化
を
象
徴
す
る

大
切
な
魚
だ
と
言
え
ま
す
。

　

日
本
近
海
を
回
遊
す
る
太
平
洋
ク
ロ

マ
グ
ロ
は
、
沖
縄
な
ど
南
西
諸
島
か
ら

台
湾
東
沖
に
か
け
て
の
海
域
（
４
〜
７

月
頃
）
と
、
鳥
取
・
島
根
近
海
な
ど
日

本
海
南
西
部
（
６
〜
８
月
頃
）
で
産
卵

し
ま
す
。
ふ
化
し
た
魚
は
、
成
長
す
る

に
従
っ
て
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
イ
カ
な
ど

の
エ
サ
を
追
い
か
け
て
回
遊
。
一
部
は
、

太
平
洋
を
横
断
し
て
東
部
太
平
洋
の
メ

キ
シ
コ
近
辺
ま
で
泳
ぎ
着
き
、
再
び
日

本
近
海
に
戻
っ
て
く
る
魚
も
い
ま
す
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
回
遊
ル
ー
ト

上
の
各
地
で
漁
獲
さ
れ
、
季
節
に
よ
っ

て
産
地
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
時
々
の

エ
サ
や
脂
の
乗
り
方
の
違
い
で
、
さ
ま

　

日
本
は
世
界
最
大
の
マ
グ
ロ
消
費
国

で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界
第
２
位
の
マ

グ
ロ
漁
獲
国
で
も
あ
り
、
マ
グ
ロ
は
私

た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
食
材
で
す
。

　

私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
マ
グ
ロ
は
主

に
５
種
類
で
す
が
、
中
で
も
メ
バ
チ
、

キ
ハ
ダ
、
ビ
ン
ナ
ガ
の
３
つ
が
圧
倒
的

な
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。
普
段
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
目
に
し
た
り
、
食
べ
た

り
し
て
い
る
マ
グ
ロ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

こ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
で
す
。

　

一
方
、
日
本
人
に
と
っ
て
こ
と
さ
ら

思
い
入
れ
が
強
く
、
象
徴
的
な
マ
グ
ロ

と
言
え
ば
「
本
マ
グ
ロ
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
で
す
。
ク
ロ
マ
グ

ロ
は
何
と
言
っ
て
も
他
の
マ
グ
ロ
に
比

べ
て
魚
体
が
大
き
く
、
い
ず
れ
の
部
位

も
奥
深
い
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
に
は
、
地
中
海
を
含
む

大
西
洋
に
分
布
す
る
「
大
西
洋
ク
ロ
マ

グ
ロ
」
と
、
日
本
近
海
か
ら
北
米
大
陸

西
海
岸
に
か
け
て
生
息
し
て
い
る
「
太

平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
」
が
あ
り
ま
す
。
い

ざ
ま
な
味
わ
い
が
楽
し
め
る
の
で
す
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
年
齢
３
歳
、

体
重
約
30
㎏
く
ら
い
か
ら
成
熟
し
は
じ

め
ま
す
。
漁
獲
尾
数
全
体
の
う
ち
、
約

97
％
は
３
歳
未
満
で
30
㎏
未
満
の
未
成

熟
の
魚
が
占
め
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
等

で
目
に
す
る
よ
う
な
、
１
５
０
㎏
以
上

に
達
す
る
巨
大
な
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
全

体
の
１
％
に
も
満
た
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
成
熟
魚
は
、
ま
き
網
（
※

注
１
）、
ひ
き
縄（
※
注
２
）、
定
置
網（
※
注
３
）

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
法
で
獲
ら
れ
て

い
ま
す
。
食
用
の
ほ
か
、
養
殖
の
種
苗

と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
も
多
い
の
で

す
が
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
未
成
熟

魚
を
大
量
に
獲
り
続
け
て
し
ま
う
と
、

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
私
た
ち
の
食
文

化
と
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
漁
業
者
を
は
じ
め
、
消

費
者
な
ど
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
の
協

力
の
も
と
、
水
産
庁
が
中
心
と
な
っ
て

資
源
管
理
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。

太平洋クロマグロの
回遊経路と主な産地
太平洋クロマグロは、獲物となる魚を追いかけ
て泳ぎ回る回遊魚です。春夏は北で、秋冬は南
で水揚げされますが、その行動範囲は広く、詳
細な回遊ルートはいまだに解明されていません。

未成熟魚の回遊経路

産卵の可能性が高い海域

大船渡
（5～ 7月）

那智勝浦
（2～ 4月）

大間（9～ 12月）

南茅部
（7～ 11月）

深浦
（5～ 7月）

佐渡
（5～ 7月）

氷見
（12～2月、
  6～7月）

境港
（6～ 7月）

長崎
（11～ 5月）

泊
（5～ 6月）

築地市場での生マグロ
のセリ。仲卸業者の表
情は真剣そのもの

青森県・大間の一本釣り漁。
100kg前後の大型魚が水揚げ
されることも

資料：FAO統計
※注：集計方法の違いにより、農林水産省「漁業・養殖
業生産統計」の値と一致しない

マグロ類の国別漁獲量（2012年）

日本人と“マグロ学”
サバ科のうちで最も大型の魚類であるマグロ。

中でもクロマグロは、日本人にとって
強い思い入れがある象徴的な魚です。

クロマグロを「知る」
クロマグロ  Atlantic Bluefi n Tuna / Pacifi c Bluefi n Tuna
「大西洋クロマグロ」と「太平洋クロマグロ」がある。「本
マグロ」とも呼ばれる、マグロの最高級品種。メジマ
グロ（ヨコワ）はクロマグロの幼魚。

ミナミマグロ　Southern Bluefi n Tuna
南半球の緯度の高い海域を中心に分布。別名・インド
マグロ。クロマグロに次ぐ高級品で、主に刺身として
食されている。

メバチ　Bigeye Tuna
温帯から熱帯の海域に広く分布。目玉が大きい中型の
マグロ。マグロの中では最も深い海域を泳ぐ。赤身が
多く、主に刺身に利用されている。

キハダ　Yellowfi n Tuna
メバチとほぼ同じ海域に分布している。体とヒレが黄
色味がかっていることから、「黄肌マグロ」と呼ばれ
ている。刺身や缶詰に利用されている。

ビンナガ　Albacore
世界中の海に広く分布している。長い刀状の胸びれが
特徴の小型のマグロ。油漬けの缶詰など、加工品の原
料になる。別名・ビンチョウ、トンボとも。

※
注
１
：
魚
群
の
周
囲
を
網
で
取
り
囲
み
、
網
の

下
部
を
巾
着
の
よ
う
に
絞
っ
て
引
き
あ
げ
る
漁
法
。

※
注
２
：
船
か
ら
竿
を
出
し
、
こ
れ
に
釣
り
糸
と

疑
似
餌
を
付
け
て
、
船
を
走
ら
せ
な
が
ら
魚
を
獲

る
漁
法
。

※
注
３
：
海
の
中
の
定
ま
っ
た
場
所
に
網
を
設
置

し
、
回
遊
す
る
魚
群
を
誘
い
込
ん
で
獲
る
漁
法
。

マグロの種類

インドネシア
26.4万ｔ

台湾
17.5万ｔ

フィリピン
14.1万ｔ

スペイン
13.2万ｔ

その他
118.8万ｔ

総計
209.4万ｔ

日本
19.5万ｔ

日本は世界最大級の漁獲国

ハ
レ
の
日
に
食
す

特
別
な
食
材

漁
獲
さ
れ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

ほ
と
ん
ど
が
未
成
熟
魚

日
本
近
海
を
回
遊
し

季
節
に
よ
っ
て
産
地
が
変
わ
る

イラスト／東京築地魚市場大物業会、日本かつお・まぐろ漁業協同組合
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太平洋クロマグロの食し方として、一番人気があるのは
何と言ってもお寿司。「マグロといえばここ！」と
寿司通たちが口をそろえる店を取材しました。

こだわり抜いた
究極のマグロづくし

寿司通の間で話題！

　のれんに「近海」「生本まぐろ」の文
字が大きく躍る、東京・奥沢の入船寿
司。開店以来、近海で獲れた生の本マ

グロ（太平洋クロマグ
ロ）にこだわり、1日も
欠かすことなく本マグ
ロを扱い続けて47年の
本
ほん

多
だ

克
かつ

己
み

さんが見せて
くれたのは、その日仕
入れたばかりの和歌山
県・那智勝浦産（はえ
縄）本マグロ。「6、7月
は脂の乗りが良くない
のですが、この時期と

しては最高の魚が手に入りました」。
　お店の看板メニューは、“築地で一番”
の本マグロを使った「鮪づくしにぎり」
と「究極の鮪づくし丼」（下の写真）。大

トロ、中トロ、霜降り、皮ぎし、赤身、
大トロのあぶりなど、本マグロの美味
しさを存分に味わうことができます。
「赤身は酸味があってさっぱりうまい
し、中トロは程よく、霜降りや大トロ
はしっかり乗った脂の味がすばらしい。
それを火であぶるとまた違った味わい
が楽しめる」と本多さん。「食べて感
動があるのが本マグロの魅力。お客さ
んの笑顔を見続けたいので、生涯現役
で頑張ります」と語ってくれました。

♳「いい魚は骨が柔らかく、皮目が薄くてウロコに包丁がスパっと入
る」（飯田さん）　♴セリ場で実際に目にできるのは、切り落とされた尻
尾と切り込みが入った腹の内側（一部）のみ。産地や漁法も手掛かりに
してマグロの味をイメージする　♵岩手県・釜石で揚がった太平洋ク
ロマグロ。定置網漁で揚がったマグロの味は、繊細な風味が際立つ

顧客が希望する価格帯で最
高のマグロを競り落とす。
オーダー通りの重さに切り
分けて、丁寧に梱包する

1861年（文久元年）
創業の老舗仲卸
「樋長」の８代目
当主。http://www.
hicho.co.jp

マグロは鮮度が命。１ｍ近い胴切り包丁で素
早く切り分けられていく様は「見事」の一言

入船寿司
東京都世田谷区
奥沢3-31-7
開店以来約半世紀、冷
凍、養殖モノは一切使
っていないという徹底
ぶり。その評判は海外
にも広まり、外国人観
光客も連日訪れている。

これぞ究極のまぐろ丼！！ 霜降り
大トロと中トロの中
間。赤身の中に脂肪
分が細かく入り込む

大トロのあぶり
さっとあぶり、にん
にくのしょう油漬け
をトッピングする

赤身
背側と骨に近い部分
の身。しょう油漬け
にして提供される

大トロ
「腹カミ」と呼ばれる
腹側のカマに近い部
分。脂肪分が多い

皮ぎし
皮付近の脂肪分が多
い身。呼び名は本多
さんのオリジナル

中トロ
「腹ナカ」「腹シモ」と
呼ばれる腹側中央か
ら尾にかけての部分

職人たちが語る魅力と味わい
圧倒的な存在感から“魚の王様”と称されている
クロマグロ。長年扱ってきたプロの職人たちが、

その魅力を語ります。

クロマグロを「食す」

「
季
節
、漁
場
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
味
や

質
な
ど
の
見
当
を
つ
け
る
」
と
言
い
ま

す
。
冬
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
脂
が
し
っ
か

り
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
季

節
は
比
較
的
脂
が
少
な
く
、
食
べ
て
い

る
エ
サ
に
よ
っ
て
も
味
は
劇
的
に
違
っ

て
く
る
の
だ
そ
う
。「
例
え
ば
、
冬
の

津
軽
海
峡
で
イ
カ
を
食
べ
て
い
る
ク
ロ

マ
グ
ロ
は
、
脂
が
乗
っ
て
い
て
コ
ク
と

う
ま
味
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
」。

　

ま
た
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
漁
法
に
よ
っ

て
も
味
が
異
な
り
、「
は
え
縄
漁
（
※
注
）

や
一
本
釣
り
で
獲
っ
た
魚
は
、
適
度
に

暴
れ
て
疲
れ
て
か
ら
揚
げ
ら
れ
る
の
で

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
目
利
き
と
し
て
活
躍

す
る
仲
卸
業
者
は
、
切
り
取
ら
れ
た
尻

尾
、
腹
の
一
部
、
全
体
的
な
色
合
い
や

雰
囲
気
だ
け
を
頼
り
に
、
一
体
数
十
万

〜
数
百
万
円
も
す
る
代
物
を
競
り
落
と

し
て
い
き
ま
す
。
実

際
に
解
体
し
て
み
る

ま
で
は
そ
の
良
し
悪

し
は
分
か
ら
ず
、
ま

さ
に
経
験
と
勘
が
物

を
言
う
世
界
。

　

老
舗
仲
卸「
樋ひ
ち
ょ
う長
」

を
率
い
る
社
長
の
飯い
い

田だ

統と
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
、

身
の
質
が
安
定
し
て
い
て
色
持
ち
が
良

く
、
定
置
網
漁
だ
と
繊
細
で
や
さ
し
い

味
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
」。さ
ら
に
、

船
上
で
神
経
締
め
し
た
後
に
氷
で
冷
や

る
だ
け
あ
っ
て
、
別
格
で
す
ね
」
と
飯

田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間

に
市
場
に
出
回
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
数
が

激
減
し
た
こ
と
に
は
危
機
感
を
強
め
て

お
り
、「
資
源
量
が
回
復
す
る
よ
う
に

漁
獲
規
制
な
ど
の
対
策
を
徹
底
し
て
欲

し
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

す
な
ど
の
処
理
を
し
た
か
ど
う
か
で
も

味
が
ま
っ
た
く
変
わ
る
の
で
、
ど
の
船

で
獲
れ
た
の
か
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

入船寿司
本多克己さん

季
節
や
エ
サ
で

味
が
劇
的
に
変
わ
る

複
雑
さ
と
凝
縮
感
が

ク
ロマ
グ
ロ
の
魅
力

※
注
：「
幹
縄
（
み
き
な
わ
）」
と
呼
ば
れ
る
１
本

の
ロ
ー
プ
に
、エ
サ
を
付
け
た
複
数
の「
枝
縄（
え

だ
な
わ
）」
を
ぶ
ら
下
げ
て
漁
場
に
仕
掛
け
、
後

で
回
収
す
る
漁
法
。

「
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
魅
力
は
、
食
べ
た
エ

サ
や
部
位
に
よ
っ
て
変
わ
る
味
の
複
雑

さ
と
凝
縮
感
。〝
魚
の
王
様
〞
と
呼
ば
れ

樋長
飯田統一郎さん

1

2

3

M
A
C
制
作
課
　
9
J
 

ａ
ｆ
ｆ
８
月
号
 

2
R
5
=
9
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 朝
子
 
1
 

 
 

1
2
1
0
5
2
5
5
 
0
0
8
2
 

小
野

3
 

CS6

M
A
C
制
作
課
　
9
J
 

ａ
ｆ
ｆ
８
月
号
 

2
R
5
=
9
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

4
 

製
　
版
　
課
 

 朝
子
 
1
 

 
 

1
2
1
0
5
2
5
5
 
0
0
8
2
 

小
野

3
 

CS6



89 August 2015 |   |  August 2015

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
量
は
、

こ
こ
20
年
ほ
ど
で
激
減
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
政
府
機
関
や
科
学
者

で
組
織
さ
れ
る
「
国
際
自
然
保
護
連
合

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）」
の「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
に
、

絶
滅
危
惧
種
と
し
て
名
を
連
ね
ま
し
た
。

実
際
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源

量
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
最
低
レ
ベ
ル

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、０
歳
魚
の
加
入（
発
生
）状

況
（
漁
獲
サ
イ
ズ
ま
で
生
き
残
っ
た
魚

の
数
）
も
低
水
準
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

加
入
尾
数
の
歴
史
的
平
均
値
は
約
１
５ 

０
０
万
尾
で
し
た
が
、
２
０
１
２
年
は

そ
の
約
半
分
の
７
０
０
万
尾
程
度
と
な

っ
て
お
り
、
近
年
、
低
加
入
期
に
シ
フ

ト
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

未
成
熟
魚
の
漁
獲
量
を

従
来
の
50
％
に
制
限

　

で
は
、
私
た
ち
は
将
来
的
に
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
繁
殖
力
の
高

い
魚
な
の
で
、
漁
獲
量
を
適
切
に
管
理

す
れ
ば
、
資
源
回
復
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
で
は
、

08
年
か
ら
管
理
の
取
り
組
み
を
強
化
。

漁
獲
で
き
る
量
を
大
幅
に
削
減
し
た
と

こ
ろ
、
資
源
量
の
回
復
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
資
源
回
復
を

目
指
し
、
国
際
機
関
で
あ
る
「
中
西
部

太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ

Ｃ
）」
の
決
定
に
従
っ
て
、
漁
獲
で
き
る

量
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量
の
大

半
を
占
め
て
い
る
日
本
で
も
、
未
成
熟

魚
の
漁
獲
が
多
い
と
い
う
実
態
を
踏
ま

え
、
資
源
管
理
を
強
化
。
ク
ロ
マ
グ

日本が取り組む資源管理
資源量が激減している太平洋クロマグロ。
回復させるには待ったなしの状況です。

今こそ適切な資源管理が求められています。

クロマグロを「守る」

日本の漁獲上限は4,007ｔ

歴
史
的
最
低
水
準
付
近
ま
で

資
源
量
が
減
少

（年）

小型魚50％
削減の場合

小型魚25％
削減の場合

2014年の
規制継続の場合

小型魚15％
＋大型魚15％
削減の場合

シミュレーションによると、
2014年から10年以内に回復目
標を達成するには、小型魚漁
獲量の50％削減が必要です。

日本海北部
【506ｔ】

北海道、青森、秋田、
山形、新潟、富山、石川

日本海西部
【119ｔ】

福井、京都、兵庫、
鳥取、島根

九州西部
【749ｔ】

山口、福岡、佐賀、長崎、
熊本、鹿児島、沖縄

太平洋北部
【249ｔ】

北海道、青森、岩手、
宮城、福島、茨城

太平洋南部
【253ｔ】

千葉、東京、神奈川、
静岡、愛知、三重、
和歌山、徳島、高知、
愛媛、大分、宮崎

瀬戸内海
【6ｔ】

和歌山、大阪、兵庫、
岡山、広島、山口、
徳島、香川、愛媛、
福岡、大分

⃝大中型まき網漁業…2,000ｔ
⃝その他の沿岸漁業等…2,007ｔ
水産庁留保分…19ｔ
近海竿釣り漁業等…106ｔ
全国6ブロック…1,882ｔ

2018 2020 2022 2024

ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
資
源
管

理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
グ
ロ
養
殖
の
分
野
に
お
い

て
も
、
天
然
種
苗
に
依
存
し
な
い
取
り

組
み
と
し
て
「
完
全
養
殖
」
の
研
究
が

進
行
中
で
す
。
天
然
の
幼
魚
を
種
苗
に

す
る
の
で
は
な
く
、
人
工
ふ
化
さ
せ
て

育
て
た
親
魚
か
ら
採
卵
し
て
次
の
世
代

を
生
み
出
す
も
の
で
、
す
で
に
商
品
化

に
成
功
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

ロ
を
漁
獲
す
る
す
べ
て
の
漁
業
者
の
協

力
の
も
と
、
今
年
か
ら
体
重
30
㎏
未
満

の
未
成
熟
魚
の
漁
獲
量
を
従
来
（
02
〜

04
年
）
の
50
％
に
削
減
す
る
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
北
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
国
際
科
学
委
員

会（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）」
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
と
、
こ
の
制
限
を
続
け
た
場
合
、

24
年
ま
で
に
は
回
復
目
標
で
あ
る
歴
史

的
中
間
値
（
約
４
・３
万
ｔ
）
に
到
達

で
き
る
見
込
み
で
す
。

漁
業
関
係
者
、消
費
者
の
協
力
で

資
源
回
復
へ

　

具
体
的
に
は
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業

で
２
０
０
０
ｔ
、
そ
の
他
の
沿
岸
漁
業

等
で
２
０
０
７
ｔ
、
合
計
で
４
０
０
７

ｔ
を
上
限
と
し
た
漁
獲
規
制
を
実
施
し

ま
す
。
漁
法
や
地
域
で
管
理
し
、
漁
獲

制
限
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
分
が
翌
年
の
漁
獲
枠
か
ら
差
し
引
か

れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

沿
岸
漁
業
に
関
し
て
は
、
全
国
を
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
管
理
。
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
の
漁
獲
量
が
上
限
の
７
割
に
達
し

た
時
点
で「
注
意
報
」、８
割
で「
警
報
」、

９
割
で「
特
別
警
報
」、９
割
５
分
で「
操

業
自
粛
要
請
」
を
出
し
、
水
産
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

漁
獲
制
限
が
続
く
間
、
漁
業
関
係
の

方
々
に
は
〝
獲
ら
な
い
我
慢
〞
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
消
費
者
の

方
々
に
は
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
一
段

と
食
べ
に
く
く
な
る
不
便
が
生
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
産
庁
で
は
、
皆
さ

近畿大学水産研究所の養殖マグロの生けす（右）と、大手小売業のイオンが期間限定で販売していた
完全養殖のクロマグロ（左）。資源に圧力をかけない取り組みとして注目されています

資源に圧力をかけずに「食す」

資料：水産庁作成
1960 201620141972 1984

歴史的最低値（約1.9万t：1984年）

歴史的中間値（約4.3万t）
回復目標

（年）

歴史的中間値

歴史的最低値

2012年は約2.6万ｔと、歴史的最低値だっ
た1984年の約1.9万ｔに迫る水準。歴史
的中間値の約4.3万ｔが回復目標です。

親魚資源量の推移 親魚資源量の将来予測

16

14

12

10

8 8

6 6

4 4

2 2

0 0

 （万t）  （万t）

1996 2008

 （年）

4,000

3,000

2,000

1,000

0
1960 1972 1984 1996 2008

 （万尾）

2012年は約2.6万tと
歴史的最低値付近に

歴史的平均値
（約1500万尾）

0歳魚の加入（発生）状況

小型魚漁獲量の50％削減で
10年以内に回復目標へ！

低加入期に
シフトした可能性
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体
の
取
り
組
み
に
な
っ
た
の
で
す
。

地
元
を
元
気
に
し
た
い
。
そ
の
思
い

一
筋
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
き
た

奥
田
シ
ェ
フ
は
、
半
径
40
㎞
以
内
で
集

め
た
食
材
で
料
理
を
作
り
続
け
て
き
た
。

そ
こ
で
開
店
時
か
ら
変
わ
ら
ず
行
っ
て

い
る
の
が
生
産
者
と
客
と
の
橋
渡
し
役
。

私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ
に

来
る
と
庄
内
の
こ
と
が
端
か
ら
端
ま
で

わ
か
る
と
い
う
店
で
す
。
食
材
の
持
ち

味
を
最
大
に
活
か
し
た
料
理
を
出
し
て
、

テ
ー
ブ
ル
の
横
で
生
産
者
に
つ
い
て
お

話
す
る
。
そ
し
て
食
べ
た
方
の
感
動
の

声
を
す
ぐ
に
生
産
者
に
電
話
で
伝
え
る
。

生
産
者
と
お
客
様
が
直
に
交
流
す
る
機

会
も
作
り
ま
す
。
今
こ
う
し
て
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
来
て
頂
け
る
の
も
、
優

れ
た
食
材
を
育
て
る
生
産
者
の
皆
さ
ん

の
存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
ん
で
す
。

ま
だ
無
名
だ
っ
た
店
を
繁
盛
店
に
変

え
て
く
れ
た
食
材
が
あ
る
。
あ
る
時
、

常
連
客
が
料
理
し
て
く
れ
と
持
ち
込
ん

だ
月
山
高
原
花
沢
フ
ァ
ー
ム
の
羊
肉
だ
。

今
ま
で
食
べ
た
ど
の
羊
肉
を
も
遥
か

に
凌
ぐ
う
ま
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ

に
生
産
者
の
丸
山
光
平
さ
ん
に
会
い
に

い
く
と
、
採
算
が
取
れ
な
い
の
で
今
年

で
も
う
や
め
る
と
言
う
。
お
願
い
で
す

か
ら
や
め
な
い
で
、
僕
が
販
路
を
見
つ

け
ま
す
と
と
っ
さ
に
言
葉
が
口
を
つ
い

て
出
ま
し
た
。
店
で
使
う
他
に
、
肉
を

持
っ
て
深
夜
バ
ス
で
東
京
に
行
き
、使
っ

て
く
れ
る
店
を
探
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
丸
山
さ
ん
は
生
産
を
続
け

て
く
れ
、
同
時
に
私
の
店
に
も
お
客
様

が
増
え
出
し
た
の
で
す
。
今
で
は
当
初

の
２
倍
の
価
格
で
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
丸
山
さ
ん
に
最
近
、
後
継
者
が

で
き
ま
し
た
。
消
え
か
け
て
い
た
庄
内

の
小
さ
な
光
が
今
、
輝
き
を
増
し
て
新

た
な
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

他
に
も
平
田
赤
ネ
ギ
や
、
藤
沢
カ
ブ
な

ど
、
庄
内
で
は
若
い
世
代
の
担
い
手
が

次
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
食
の
都
」と
い
う
言
葉
は
、私
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
お
客
様
た
ち
と
の
会
話
の
中

で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
な

に
し
ろ
か
つ
て
日
本
中
に
あ
っ
た
け
れ

ど
消
え
て
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
野
菜
が
、

庄
内
に
は
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
食
材
に
出
会
う
た
び
に
目
の
前
に

理
想
郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら

み
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
一
生
懸
命
言
い

続
け
て
い
た
ら
い
つ
の
ま
に
か
庄
内
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
な
り
、
地
域
全

庄内・食のワンダーランド
 「アル・ケッチァーノ」奥田政行シェフが案内する

月山高原花沢ファーム
奥田シェフが日本一おいしいと言う丸山
光平さんの羊は、年間およそ１００頭が
出荷されている。生産中止の危機を乗
り越え、今では丸山さんを息子の公介さん
（左端）と近所に住み子供の頃から羊を
見に来ていたという丸山洋充さん（右
端）の若手二人が支える。「羊たちの世
話をしていると母性本能をくすぐられま
す」と公介さん

「丸山さんの羊のロースト 進
藤さんの野草と山澤さんの
ハーブのブーケガルニ タイム
塩添え」。この日は、手前の
羊には民田なすのからし漬け
のからしだれを塗って焼いた。
「漬け物の汁やたれは野菜の
味が染み出ている。うまみが
凝縮した万能調味料です」と
奥田シェフ

アル・ケッチァーノ
「アル・ケッチァーノ」とは「（こんな食材）
あったよね」という意味の庄内弁。従業
員は北海道から沖縄まで全国から集結。
地産地消のレストラン経営を学び、将来
は地元に店を開きたいという人が多い

山形県鶴岡市下山添一里塚83
☎0235-78-7230
営業時間／ランチ 11時 30分～ 14時
（L.O.）　ディナー 18時~21時（L.O.）

 月曜定休

た
っ
た
一
軒
の

レ
ス
ト
ラ
ン
が
地
域
を
変
え
た

裾野広がる
食の都庄内づくり
奥田シェフがアル・ケッチァーノ開店
当初から取り組んで来たのが「食の都
庄内」づくり。庄内地方とは山形県の
日本海に面した２市３町の行政区で、今
では民間と行政が共同で活動している。
その柱とも言えるのが県の庄内総合支
庁が12年前から任命してきた「食の都
庄内親善大使」。この大使らが中心と
なり地元食材、生産者、在来作物など
の情報を発信してきた。近年は観光業
への顧客誘導、海外に向けたPRなど活
動の幅を広げている。

http://syokunomiyakoshounai.com/

毎年行われる親善大使の交
付式。奥田シェフ含め県内
外の４人を任命。会場では
大使考案の新メニューの紹
介や、各市町の新たな取り組
みが発表される。

Vo l . 4

山形県鶴岡市のイ
タリア料理店「アル
･ケッチァーノ」オー
ナーシェフ。鶴岡
市農業発展奨励賞、
第一回辻静雄食文
化賞、第一回農林
水産省料理マスタ
ーズブロンズ賞受
賞。食の都庄内親善大使を務めるなど地産
地消を代表する料理人。銀座の「ヤマガタサ
ンダンデロ」のほか、東京スカイツリー、三重、
福島など日本各地でレストランをプロデュース。

料理人 奥田政行さん
今回の案内人

米どころとして知られる山形県の庄内地方が
「食の都庄内」と呼ばれるようになって10年あまり。
その中心とも言える鶴岡市は昨年、ユネスコの創造都市＊に認定され
食の都はますます活気づいています。庄内が目指す食の理想郷とは。
イタリア料理人の奥田政行シェフに案内してもらいました。

左／庄内在来種の「だだちゃ豆」は、トウモロコシのような甘
さと香りが特徴
右／丸山さんはこのだだちゃ豆を羊のエサに。近隣の食品
工場から出た豆のカラには商品にならなかった小さな豆がた
くさん。羊特有の臭みが消え、肉質はふっくらとなる

＊ 「創造都市ネットワーク」／ユネスコが2004年に創設。食文化、文学、映画、音楽など７つの部門で特色ある都市を認定する。

夏は広大な牧場で自由に草を食む。ストレ
スがないことも良い肉質を育む大切な要素

飛島 遊佐町

酒田市

三川町 庄内町 

鶴岡市
月山湯殿山
羽黒山

鳥海山

日
本
海

山形県庄内地方

撮影／長谷川 潤　取材・文／加藤真紀子
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私
た
ち
が
こ
こ
で
目
指
し
て
い
る
の
は

農
家
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
共
同
事
業
を
行

う
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
づ
く
り
。
生
産
者
は

個
性
豊
か
な
野
菜
を
作
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン

は
情
報
発
信
の
場
と
な
り
食
べ
方
を
伝

え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
日
本
の
野
菜
の

付
加
価
値
を
高
め
る
。
こ
の
モ
デ
ル
を
日

本
中
に
広
め
て
み
ん
な
で
一

緒
に
取
り
組
ん
で
、５
年
後
の

東
京
五
輪
で
世
界
中
か
ら
い

ら
っ
し
ゃ
る
人
た
ち
に
も
日

本
の
野
菜
を
P
R
し
た
い
。

日
本
の
食
材
の
魅
力
が
世
界

の
人
に
伝
わ
れ
ば
、農
産
物
の

輸
出
拡
大
へ
と
つ
な
が
る
は

ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
日
々

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

こ
の
山
は
、
私
を
料
理
人
と
し
て
の

原
点
に
引
き
戻
し
て
く
れ
る
山
で
す
。

あ
る
日
、
山
の
持
ち
主
で
あ
る
進
藤

享
さ
ん
が
天
然
マ
イ
タ
ケ
を
持
っ
て
店

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
ブ
ナ
と

ナ
ラ
と
で
は
採
れ
る
マ
イ
タ
ケ
の
香
り

が
違
う
ん
だ
ぞ
と
教
え
て
く
れ
た
の
で

す
。
本
当
に
全
く
違
う
の
で
す
ご
く

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日

ご
と
に
マ
イ
タ
ケ
を
持
っ
て
来
て
く
れ

た
の
で
、
店
で
そ
の
日
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が
殺

到
し
て
、
慣
れ
な
い
私
は
疲
労
困
憊
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
か
ね
た
進
藤

さ
ん
は
、
今
度
は
私
を
車
に
乗
せ
て
こ

の
山
に
連
れ
て
来
て
く
れ
た
の
で
す
。

急
斜
面
の
林
道
を
分
け
入
っ
て
中
腹
で

降
ろ
さ
れ
「
山
の
空
気
を
感
じ
て
生
気

を
取
り
戻
し
な
さ
い
」と
。
そ
こ
で
私

は
、
自
分
の
体
に
み
ず
み
ず
し
さ
が

戻
っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
の
で
す
。

見
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
道
に
生
え
て

い
る
の
は
全
部
食
べ
ら
れ
る
野
草
な
ん

で
す
よ
。
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
に
力
が
あ

る
。
ミ
ツ
バ
は
苦
み
が
利
い
て
い
て
お

い
し
い
し
、
カ
タ
バ
ミ
は
酸
っ
ぱ
さ
が

し
っ
か
り
あ
る
、
ア
オ
ミ
ズ
は
え
ぐ
み

が
な
い
の
で
生
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
の
野
草
に
出
会
っ
て
、
私
の
料
理
は

塩
で
食
材
の
味
を
引
き
出
す
や
り
方
に

変
わ
り
ま
し
た
。
食
材
た
ち
が
こ
ん
な

に
味
を
主
張
し
て
い
る
の
に
、
味
を
付

け
る
な
ん
て
お
こ
が
ま
し
く
て
。

か
っ
た
の
か
を
必
死
で
考
え
る
。
食
材

の
気
持
ち
を
理
解
し
て
料
理
を
す
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
う
し
て
食
ら
い
つ
い
て
く
る
奥
田

シ
ェ
フ
を
山
澤
さ
ん
は
助
け
て
も
き
た
。

店
の
経
営
が
不
安
定
な
時
に
は
半
年
間

無
料
で
鳩
を
提
供
し
た
こ
と
も
。

そ
ん
な
二
人
は
日
本
の
農
業
を
元
気

に
し
た
い
と
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始

め
た
。
今
年
で
き
た
の
が
固
定
種
の
野

菜
ば
か
り
を
百
種
類
ほ
ど
植
え
た
展
示

ハ
ウ
ス
。
こ
こ
に
は
見
本
と
し
て
少
量

ず
つ
野
菜
が
植
え
ら
れ
、
周
辺
の
畑
で

見
本
と
同
じ
品
目
を
5
つ
の
農
家
が
共

同
で
量
産
す
る
。
隣
に
建
設
予
定
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
訪
れ
た
人
に
は
ハ
ウ
ス
の

見
本
か
ら
食
べ
た
い
野

菜
を
選
ん
で
も
ら
う
。

つ
ま
り
展
示
ハ
ウ
ス
は

そ
の
ま
ま
そ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
表
な
の
だ
。

野
菜
料
理
は
究
極
的

に
は
畑
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
野
菜
は
遺
伝
子
が

持
つ
味
の
他
に
土
、水
、光
、

風
、そ
し
て
生
産
者
の
人

柄
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込

ま
れ
て
固
有
の
味
と
な

っ
て
出
来
上
が
る
。
そ
う

し
た
野
菜
の
味
づ
く
り

か
ら
こ
だ
わ
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
を
作
る
の
で
す
。

庄
内
が
食
材
の
宝
庫
と
い
う
こ
と
は

地
元
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
県
外
の
方

に
も
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

食
の
都
は
今
、
第
二
章
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
私
の
師
匠
で
あ
る
山
澤

清
さ
ん
と
共
に
、
日
本
の
新
し
い
農
業

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

奥
田
シ
ェ
フ
が
師
匠
と
呼
ん
で
い
る

山
澤
清
さ
ん
は
、
鳩
の
生
産
で
は
日
本

随
一
。
さ
ら
に
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料

の
野
菜
と
ハ
ー
ブ
を
生
産
し
、
そ
れ
に

よ
る
化
粧
品
製
造
の
6
次
化
に
も
成
功

し
て
い
る
。
奥
田
シ
ェ
フ
が
師
と
仰
ぐ

わ
け
は
、
料
理
人
と
し
て
ま
だ
駆
け
出

し
の
頃
に
野
菜
の
気
持
ち
に
な
っ
て
い

な
い
と
た
し
な
め
ら
れ
た
か
ら
。

山
澤
さ
ん
は
私
の
料
理
を
一
口
食
べ

て
納
得
が
い
か
な
い
と
そ
れ
以
上
口
に

し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
何
が
い
け
な

材
の
質
の
高
さ
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
う
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

奥
田
シ
ェ
フ
に
は
料
理
人
と
し
て
の

感
性
を
養
っ
て
く
れ
る
山
が
あ
る
と
い

う
。「
全
部
食
べ
ら
れ
る
山
」、そ
う
呼
ん

で
い
る
場
所
は
店
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
持
ち
主
か
ら
奥
田

シ
ェ
フ
に
だ
け
自
由
に
出
入
り
が
許
さ

れ
て
い
る
。
春
は
山
菜
、夏
は
野
草
、秋

は
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
や
キ
ノ
コ
が
採
れ
る
。

「
食
の
都
庄
内
」
の
中
心
と
も
言
え
る

鶴
岡
市
は
平
成
26
年
12
月
、
ユ
ネ
ス
コ

の
「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
食
文
化

部
門
」
に
認
定
さ
れ
た
。
山
、
平
野
、
川
、

海
と
変
化
に
富
む
地
形
が
も
た
ら
す
多

種
多
様
な
食
材
が
あ
り
、在
来
作
物
が
数

多
く
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
食
文
化
を

伝
承
す
る
多
く
の
市
民
が
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
。

こ
の
地
域
に
は
自
然
と
調

和
し
た
暮
ら
し
が
あ
る
、
だ

か
ら
こ
れ
だ
け
食
材
が
豊
か

な
の
で
す
。
そ
れ
を
日
々
五

感
で
感
じ
取
り
、
料
理
に
映

し
出
す
の
が
料
理
人
の
仕
事

で
す
。
新
た
な
料
理
は
、
食

「全部食べられる山」の持ち主、進藤享
さん。二人は共同でバルサミコ酢も作っ
ている。進藤さんが自生のヤマブドウを
掛け合わせて栽培し収穫、奥田シェフは
煮詰める係

キャベツはいも虫に葉を提供し、蝶に
なったら花の受粉を引き受けてもらう。
いも虫も葉脈は残して食べる。「先に与
えて後からいただくのが自然界のルール。
人も見習うべき」と山澤さん

つけもの処 本長
創業明治41年。創業時より庄内の在
来作物を使って漬け物を作り続けてきた。
首都圏や大阪、広島の百貨店の他、
ネット販売などで販路を広げている。季
節限定で販売される旬の在来野菜の
浅漬けも人気

山形県鶴岡市大山１丁目7-7
☎0235-33-2023
営業時間／８時～ 18時　定休日　元日

右／「奥田さんは料理に向
かう時の切り口が違うんだな。
だから俺は日本に古くからある
野菜をたくさん作って奥田さん
の感性を揺さぶってやるんだ。
まだ奥底に眠っている能力を
引き出したいんだよ」
下／辛み大根の種。ここで
は全て自家採種で再生産して
いる

上／バリエーション豊かな本長の漬け物。下段中央右の民田なすのからし漬け
は前ページの奥田シェフの料理に使われている
右／在来種の外内島（とのじま）キュウリ。皮が薄いため傷つきやすい。こうした
扱いに手間のかかる野菜も絶やさないように大切に商品にしてきた

野菜を間近で見てほしいと、
土を１メートルほど盛った上に
植えてある。子供の目線の高
さに根元が来る設計

本長の本間光廣さんは、在来
野菜を農家から買い続けてき
た。「昔からやってきたことをた
だ絶やさずに続けてきただけ
です」というが、食の都の影の
立役者

大日本伝承野菜研究所
日本各地の固定種を集めた野菜の展示ハウス。
全国から集めた種は５００種類を超え、ホルモン剤
や抗生物質を与えていない鳥の堆肥を使って育
てている。山澤さんはまだシェアの低い日本の有
機野菜市場を日本の農業が大きく発展できるチャ
ンスと捉え、このモデルを成功させ全国に向けて
発信していきたいと語る

山形県鶴岡市羽黒町市野山字山王林125番１
☎0234-56-3883　（ハーブ研究所SPUR内）

講演やプロデュースの依頼で全国各地を巡る奥田シェ
フは、自分を取り戻すためにこの山に来る。一人静か
に山に入り、風を感じながら野草を摘む。どんなに疲れ
ていてもここの野草を口にするだけで力がみなぎり、新
たな料理の発想が湧く

畑
か
ら
味
を
作
る

新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
を

人
の
営
み
と
調
和
し
た

自
然
が
料
理
人
の
感
性
を

磨
い
て
く
れ
る
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能
登
半
島
が
巨
大
な
防
波
堤
を
な
し
、

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
立
山
連
峰
か

ら
の
清
ら
か
な
水
が
注
ぎ
こ
む
富
山
湾
。

冬
の
寒
ブ
リ
が
有
名
で
す
が
、「
天
然

の
生
け
す
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
魚
種
の

豊
富
な
漁
場
で
す
。
夏
に
は
マ
イ
ワ
シ

が
よ
く
獲
れ
、サ
バ
、ト
ビ
ウ
オ
も
旬
を

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
湾
を
臨
む
崎
山
半
島
に
あ
る
鹿

渡
島
漁
港（
石
川
県
七
尾
市
）を
母
港
に
、

２
カ
統（
定
置
網
を
数
え
る
単
位
）の
大

型
定
置
網
漁
業
を
営
む
の
が
、
株
式
会

社
鹿
渡
島
定
置
で
す
。

定
置
網
漁
は
、
決
ま
っ
た
場
所
に
網

を
設
置
し
、
回
遊
す
る
魚
群
を
誘
い
込

む
漁
法
で
、代
表
取
締
役
・
酒
井
秀
信
さ

ん
は
「
過
剰
に
獲
り
す
ぎ
な
い
ば
か
り

か
、
魚
の
産
卵
や
隠
れ
る
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全
に
資
す
る
面

も
あ
る
」
と
そ
の
利
点
を
語
り
ま
す
。

定
置
網
漁
業
に
は
、
漁
場
が
沿
岸
付

近
の
た
め
、毎
朝
、新
鮮
な
魚
を
供
給
で

き
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
獲
れ

た
魚
を
極
力
鮮
度
の
良
い
状
態
で
消
費

者
に
届
け
る
べ
く
、
鹿
渡
島
定
置
で
は

あ
ら
ゆ
る
技
術
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
神
経
締
め
で
す
。
血
抜
き

を
し
て
か
ら
脊
髄
の
上
の
神
経
筋
に
針

金
を
差
し
込
ん
で
神
経
を
破
壊
す
る
技

術
で
、死
後
硬
直
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、

鮮
度
を
長
く
保
つ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

人
材
育
成
も
酒
井
さ
ん
が
力
を
注
い

で
い
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

「
社
員
の
主
体
性
、
や
る
気
を
引
き
出

す
た
め
、管
理
職
は
立
候
補
制
、賞
与
は

自
己
申
告
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
昨
年
に
株
式
会
社
化
し
て
、
自
社
株

を
社
員
た
ち
に
無
償
で
配
布
し
ま
し
た
」

安
定
的
な
収
入
の
見
込
め
る
職
場
が

で
き
、
移
住
し
て
き
た
若
い
漁
師
が
地

元
の
女
性
と
家
庭
を
持
つ
な
ど
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
さ
ん
自
身
、
生
ま
れ
た
の
は
お

隣
の
富
山
県
氷
見
市
で
、
地
域
貢
献
は

「
よ
そ
者
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と

へ
の
恩
返
し
」と
言
い
ま
す
。
雇
用
創

出
の
ほ
か
、
町
内
会
へ
の
寄
付
や
災
害

時
に
社
員
で
編
成
す
る
緊
急
隊
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
貢
献
の
対
象
は
海
外
に
も
お

よ
び
ま
す
。

「
通
常
の
漁
法
は
好
漁
場
な
ど
秘
密
に

し
て
お
き
た
い
ノ
ウ
ハ
ウ
が
つ
き
も
の

で
す
が
、
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
定
置

網
漁
は
技
術
を
広
め
や
す
い
」と
言
う

酒
井
さ
ん
。
台
湾
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
漁
業
者
も
指
導
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
17
人
も
の
船
頭
を
育
成
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
ア
フ
リ
カ
の
研
修

生
を
受
け
入
れ
る
準
備
に
奔
走
中
で
す
。

「
資
源
保
護
や
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る

定
置
網
漁
の
技
術
を
世
界
に
広
め
た

い
」と
語
る
酒
井
さ
ん
。
さ
ら
な
る
夢

に
日
焼
け
し
た
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

「
と
く
に
ブ
リ
や
サ
ワ
ラ
、
マ
グ
ロ
な

ど
生
き
た
ま
ま
港
に
持
ち
帰
れ
な
い
魚

で
も
、
漁
師
が
船
上
で
神
経
締
め
を
し

た
も
の
は
味
に
こ
だ
わ
る
飲
食
店
の
み

な
さ
ん
に
好
評
で
す
」

ま
た
殺
菌
装
置
付
き
の
流
動
氷
（
海

水
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
氷
）
製
造
装
置
も
い

ち
早
く
導
入
し
ま
し
た
。
流
動
氷
は
凝

固
点
が
マ
イ
ナ
ス
２
度
と
低
く
、
急
速

に
冷
却
で
き
、
有
害
な
微
生
物
の
繁
殖

を
抑
え
ら
れ
る
う
え
、
粒
子
が
細
か
い

の
で
魚
を
傷
つ
け
ず
に
す
み
ま
す
。
輸

送
に
際
し
て
も
最
適
な
温
度
帯
を
保
ち
、

魚
の
自
重
に
よ
る
傷
み
を
抑
え
る
た
め

梱
包
に
も
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

酒
井
さ
ん
は
持
ち
前
の
行
動
力
を
発

揮
、事
業
の
多
角
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
に
は
新
鮮
な
海
産
物
を

干
物
や
沖
漬
け
に
す
る
た
め
加
工
施
設

と
直
販
所
を
兼
ね
た「
魚
工
房
　
旬
」を

開
設
し
、
年
間
30
種
以
上
の
商
品
を
加

工
・
販
売
。
地
元
の
集
落
ま
で
専
用
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
た
移
動
販
売
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
人
気
商
品
は
漁
船
の
ス
ク
リ

ュ
ー
に
か
ら
み
や
す
く
、
厄
介
者
扱
い

さ
れ
て
き
た
海
藻
の
ア
カ
モ
ク
を
加
工

し
た「
海
の
じ
ね
ん
じ
ょ
」で
す
。
フ
コ

イ
ダ
ン
を
豊
富
に
含
み
、
美
容
と
健
康

に
良
い
、と
販
路
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、一
昨
年
、石
川
県
の
水
産
業
者

と
し
て
初
め
て
農
林
水
産
大
臣
か
ら
六

次
産
業
化
・
地
産
地
消
法
に
基
づ
く
事

業
計
画
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

買い物が困難な地域の高齢者などのため、
鮮魚や加工品の移動販売を実施している

Ҡಈൢചの࣮3ࢪ

能登半島でも漁業の高齢化が進んでいますが、定置網漁という漁法のメリットを生かした
さまざまな取り組みを展開しているのが株式会社鹿渡島定置。人材育成に熱心な社風から
従業員の平均年齢は 35歳。30代前半の漁労長をはじめ若い漁師の集団が一丸となって

漁から海産物の加工販売、直販まで積極的に取り組む姿勢を紹介します。

「天然の生けす」を舞台に
若者が漁業の６次産業化に邁進

ձࣾࣛࣜג
ㆉ

౉
ㆩ

ౡ
㆗ㆾ

ఆஔʦੴ઒ݝʧvol.4 

文／下境敏弘　写真／島 誠

定
置
網
に
適
し
た
豊
饒
の
海

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
鮮
度
を
管
理

地
域
貢
献
と
人
材
育
成
に
尽
力

「感動してもらえる魚を消費
者に届けたい」と語る代表
取締役の酒井秀信さん

ࣛ౉ౡఆஔのಛ௃తͳऔΓ૊Έ

徹底した衛生管理のもと干物など30種以上
の加工品を生産。インターネット販売も行う

Խ2ۀ࢈࣍̒

1992年

1996年

2001年

2002年

2012年

2012年

2013年

2014年

2014年

開業

野崎漁場を増設

酒井定置網研修館開設

海水シャーベット氷製造装置を導入

「魚工房　旬」を開設

神経締めの技術を導入

農林水産大臣から
六次産業化・地産地消法事業計画の認定を受ける

第19回全国青年・女性漁業者交流大会で
水産庁長官賞受賞

平成26年度ふるさとづくり大賞で
内閣総理大臣賞受賞

ʦॴࡏ஍ʧ石川県七尾市鵜浦町9部38-2　ʦߓړʧ鹿渡島漁港
ʦओཁͳڕछʧイワシ、アジ、イカ　ʦۀछʧ大型定置網、魚介類加工販売、
定置網の敷設や技術指導、定置網に関する潜水業務　
ʦൢചֹۚʧ約1億2,000万円　ʦ࿑ಇྗʧ社員15名（代表取締役、
漁師12名、加工販売員2名）、パートタイマー4名

Data

錐で開けた穴から背骨に沿っ
て針金を入れ、死後硬直の進
行を遅らせる神経締め

の઱౓Λอͭڕ
錐で脳と延髄を破壊した後、
エラから刃を入れて血抜き。こ
れで生臭さを抑えられる

1

台湾で定置網漁の発展に貢献、政府から
感謝状を受けた。スリランカでも定置網の操
業技術の指導を実施した

ւ֎5ݙߩ
「見て覚える」といった旧来の指導法ではな
く、技術や理論をマニュアル化し、１人ひとり
丹念に仕事を教えている

एख人ࡐのҭ੒4

ࣛ౉ౡఆஔの͋ΏΈ

今、この人たちが熱い
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日
本
の
排
他
的
経
済
水
域（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）

は
世
界
有
数
の
水
産
資
源
を
有
し
て
お

り
、好
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
隣
接
国
に
と
っ
て
も
魅
力

的
な
漁
業
水
域
で
あ
り
、「
海
洋
法
に
関

す
る
国
際
連
合
条
約
」に
の
っ
と
っ
て
、

日
本
が
許
可
し
た
外
国
船
も
漁
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、ル
ー
ル
を
無
視
し
た
密
漁
や
、違

法
操
業
が
後
を
絶
た
な
い
の
も
現
状
で

す
。
そ
の
取
締
り
の
た
め
、
重
要
な
任

務
を
担
っ
て
い
る
の
が
水
産
庁
の
「
漁

業
取
締
船
」で
す
。

現
在
、漁
業
取
締
船
は
、水
産
庁
本
庁

お
よ
び
全
国
６
カ
所
の
漁
業
調
整
事
務

所
、
沖
縄
の
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、

水
産
庁
・
沖
縄
総
合
事
務
局
外
国
漁

最
近
の
大
き
な
事
件
と
い
え
ば
、
昨

年
秋
か
ら
急
増
し
た
小
笠
原
諸
島
周
辺

の
領
海
や
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
お
け
る
、
中
国
漁

船
の
さ
ん
ご
密
漁
で
し
ょ
う
。
東
光
丸

も
急
き
ょ
航
海
予
定
を
変
更
し
、
水
産

庁
指
揮
船
と
し
て
他
の
取
締
船
と
連
携

し
な
が
ら
、
11
月
に
は
１
日
２
０
０
隻

を
超
え
る
密
漁
船
の
対
応
に
あ
た
り
ま

し
た
。
過
去
に
例
を
見
な
い
数
の
船
を

前
に
、
放
水
銃
な
ど

の
装
備
を
駆
使
し
、

状
況
を
的
確
に
見
極

め
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
排
除
活
動
を
実
施
。

大
し
け
の
夜
、
無
灯

火
で
逃
走
す
る
さ
ん

ご
船
に
接
近
し
て
退

去
警
告
を
行
う
な
ど
、

神
経
を
使
う
場
面
も

多
々
あ
っ
た
そ
う
で

す
。こ

う
し
た
真
摯
な

排
除
行
動
に
よ
り
、

11
月
中
旬
に
は
さ
ん

ご
船
の
排
除
に
至
り

ま
し
た
。

さ
て
、
こ
う
し
た

海
上
で
の
違
法
操
業

に
関
す
る
取
締
り
は
、

海
上
保
安
庁
の
仕
事

と
い
う
印
象
が
強
い

船
合
同
対
策
本
部
に
44
隻
が
配
備
さ
れ
、

法
令
遵
守
の
指
導
、
違
法
操
業
の
摘
発

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
締
船
の
役
割
に
つ
い
て
、「
沖
縄
周

辺
海
域
に
お
け
る
外
国
漁
船
の
集
中
取

締
り
」に
配
備
中
の
漁
業
取
締
船「
東
光

丸
」の
船
長
を
務
め
る
巽た
つ
み 

重
夫
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
。

 「
取
締
船
は
主
に
日
本
の
取
締
り
海
域

を
航
行
し
、
漁
業
操
業
を
行
う
日
本
お

よ
び
外
国
漁
船
が
漁
業
法
令
を
守
っ
て

い
る
か
監
視
し
ま
す
。
司
法
警
察
権
を

持
つ
我
々
漁
業
監
督
官
が
、
法
令
の
遵

守
状
況
を
監
視
、
検
査
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
漁
業
秩
序
の
維
持
・
確
立
と
違

反
の
抑
止
に
貢
献
す
る
の
が
最
大
の
目

的
で
す
」

ひ
と
た
び
出
港
す
る
と
、
10
日
〜
２

週
間
は
24
時
間
体
制
で
取
締
業
務
に
従

事
。
事
件
は
日
没
後
か
ら
日
の
出
前
に

か
け
て
突
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
一
時
も
気
を
抜
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

東
光
丸
に
乗
船
し
て
い
る
事
務
員
の

大
窪
朋
子
さ
ん
は
、「
日
々
、
レ
ー
ダ
ー

画
面
や
海
図
を
見
な
が
ら
、
本
船
の
状

況
把
握
に
努
め
て
い
る
」
と
い
い
、
外

国
漁
船
を
拿
捕
し
た
と
き
に
は
、
検
察

庁
に
送
付
す
る
送
致
書
類
の
作
成
か
ら
、

写
真
撮
影
ま
で
を
行
う
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
上
保

安
庁
は
救
命
や
沿
岸
警
備
の
業
務
も
兼

務
し
て
い
る
た
め
、
漁
業
取
締
り
に
特

化
し
て
い
ま
せ
ん
。
対
す
る
水
産
庁
は
、

漁
業
関
連
法
令
の
取
締
り
に
特
化
し
て

い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

そ
の
た
め
、
取
締
船
の
乗
組
員
は
漁

業
調
査
船
の
乗
船
経
験
者
な
ど
、
魚
種

ご
と
の
漁
法
や
漁
具
に
精
通
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
経
験
が
、
立
入

検
査
な
ど
の
現
場
で
、
適
正
か
つ
厳
格

な
漁
業
取
締
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

 「
こ
れ
か
ら
も
我
々
水
産
庁
漁
業
取
締

船
は
日
本
全
国
の
海
を
航
行
し
、
日
本

の
水
産
資
源
の
管
理
の
た
め
、
漁
業
者

や
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
漁
業
取
締
り

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
」（
巽
船
長
）

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
に
よ
り
、
貴

重
な
日
本
の
漁
場
と
水
産
資
源
は
守
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

違
法
操
業
な
ど
か
ら

日
本
の
水
産
資
源
を
守
る

MAFF TOPICS   |  

漁業監督官は防弾
防刃チョッキやヘル
メット等の特殊装具
で身を守る

水産庁本庁所属船の「東光丸」（平成８年就航、2071t）

「乗組員全員が無事に東京へ帰港したときには、本当にホッとします」（巽船長）

上／船の推進装置の運転管理を行
う機関制御室での当直風景
下／取締船に装備されている取締艇。
外国漁船などへ乗り込む際に使う

上／24時間３交代制で操舵室から
海上を監視する漁業監督官
下／漁業取締船には警告に使用す
るスピーカーや電光掲示板を装備

日本の漁場と
資源を守るために。

水産庁「漁業取締船」の24時間

POINT

沖縄周辺海域における
外国漁船の集中取締りを実施

外国漁船の甲板上で検査する漁業監督官

最後の警告手段として放水銃で威嚇することも

MAFF  P ERSON

MAFF  P ERSON

一
時
も
気
を
抜
け
な
い

過
酷
な
取
締
業
務

文／小野 均　写真／武安弘毅

MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry 
of Agriculture,  Forestry and Fisheries」の略称
です。「MAFF TOPICS」では、農林水産省から
の最新ニュースなどを中心に、暮らしに役立
つさまざまな情報をお届けいたします。

小
笠
原
諸
島
周
辺
で
の

さ
ん
ご
船
取
締
り
で
も
活
躍

東光丸の巽重夫船長（左）と、事務員の大窪朋子さん（右）。
この制服は、寄港地に入港するときや対外的行事で着用するもの

　昨年に続き、沖縄周辺海域におけ
るマグロの盛漁期（平成27年４月から７
月末まで）の間、日本の漁業者が外国
漁船とトラブルなく安心して操業できるよ
うに、漁業取締船と取締航空機を日台
民間漁業取決め適用水域周辺海域や
八重山周辺海域に重点的に配備し、
監視･取締りを強化しています。
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私
た
ち
が
食
料
と
し
て
い
る
水
産
資

源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
資
源
の
状
態
を
よ
く
知
る
こ
と

（
資
源
評
価
）
が
必
要
で
す
。

　
現
在
日
本
で
は
、
海
洋
に
い
る
魚
種

ご
と
の
数
量
、
体
長
な
ど
を
調
べ
る
た

め
、
漁
業
者
か
ら
収
集
し
た
漁
獲
情
報

と
調
査
船
に
よ
る
調
査
デ
ー
タ
を
組
み

合
わ
せ
て
、
資
源
の
評
価
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
調
査
船
に
よ
る
調
査
デ
ー
タ
は
、
魚

群
探
知
機
（
魚
探
機
）
を
利
用
し
て
収

集
し
て
い
ま
す
が
、
従
来
は
魚
群
の
量

を
計
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
魚
種
ま
で

は
正
確
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
周
波
数
の
違
い
に
よ
る

魚
の
反
射
特
性
を
利
用
し
た
り
、
魚
獲

に
よ
る
魚
種
や
魚
体
長
な
ど
を
併
せ
て

確
認
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
、
デ
ー

タ
収
集
量
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
間
企
業

と
共
同
で
、
魚
種
や
魚
体
長
ま
で
を
一

度
に
把
握
で
き
る
次
世
代
型
魚
探
機
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

広
範
囲
の
周
波
数
が
使
え
る
魚
探
機
、

す
な
わ
ち
、
広
帯
域
魚
群
探
知
機
（
広

帯
域
魚
探
機
）
で
す
。

　
こ
れ
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
資
源
調

査
は
格
段
に
正
確
か
つ
迅
速
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　
広
帯
域
魚
探
機
は
、
従
来
型
に
比
べ
、

使
用
す
る
超
音
波
の
周
波
数
の
範
囲
が

広
く
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を
一
度
に
得

ら
れ
ま
す
。
従
来
型
で
は
「
魚
の
群
れ
」

と
し
か
映
像
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
が
、
広
帯
域
魚
探
機
で
は
「
魚
１

匹
」
ま
で
映
像
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
よ
り
正
確
な
魚
種
推
定

が
可
能
で
す
。

魚
を
判
別
す
る
デ
ー
タ

取
得
は
地
道
な
作
業

　
現
在
で
は
、
広
帯
域
魚
探
機
を
使
っ

て
、
１
０
０
ｍ
の
測
定
範
囲
で
メ
バ
チ
、

キ
ハ
ダ
、
カ
ツ
オ
と
い
っ
た
マ
グ
ロ
類

の
判
別
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
例
え
ば
、
魚
に
「
鰾
う
き
ぶ
く
ろ」

が
あ
る
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
反
射
し
て
く
る
音
波

が
変
わ
る
の
も
、
判
別
の
一
助
と
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の

赤
の
多
い
パ
タ
ー
ン
は
メ
バ
チ
」
な
ど

と
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
産

工
学
研
究
所
の
澤
田
浩
一
さ
ん
は
「
今

後
は
も
っ
と
測
定
範
囲
を
広
げ
、
判
別

の
精
度
を
上
げ
る
の
が
目
標
で
す
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
帯
域
魚
探
機
は
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
判
別
に
も
期
待
が
も
た
れ
て
い

ま
す
。

「
と
は
い
え
、
広
帯
域
魚
探
機
の
映
像

を
見
て
、
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
ど
の
魚
に

当
た
る
か
と
い
う
典
型
の
よ
う
な
も
の

を
作
る
に
は
、
大
変
な
時
間
と
労
力
を

要
し
ま
す
」（
澤
田
さ
ん
）

　
実
際
に
映
像
の
パ
タ
ー
ン
と
魚
を
合

わ
せ
る
に
は
、
や
は
り
生
け
す
や
水
槽

の
よ
う
な
、
魚
種
や
魚
体
長
が
分
か
っ

て
い
る
状
況
で
音
響
デ
ー
タ
を
収
録
し
、

実
際
に
泳
い
で
い
る
魚
か
ら
得
ら
れ
る

音
響
デ
ー
タ
と
を
見
比
べ
る
よ
う
な
、

地
道
な
作
業
が
必
要
で
す
。

　
そ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基

に
、
典
型
と
な
る
パ
タ
ー
ン
が
で
き
あ

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
広
帯
域
魚
探
機
が
資
源

評
価
の
精
度
向
上
と
効
率
化
に
大
き
く

貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

木
村
喜
之
助
さ
ん
が
１
９
２
７
〜
２
９
年
に
静
岡
県
沼
津
沖
で
行
っ
た
魚
群
探
知
機
の
実
験
が
世
界
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
村
さ
ん
は
農
林
省

（
現
農
林
水
産
省
）所
管
の
水
産
講
習
所
技
師
で
、超
音
波
を
使
っ
て
魚
の
探
知
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
論
文（
英
語
）を
発
表
し
て
い
ま
す
。

世
界
初
の
魚
群
探
知
機

実
験
は
日
本
人
！

資
源
評
価
に
役
立
つ

次
世
代
型
魚
群
探
知
機
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１
０
０ｍ
の
範
囲
で
メ
バ
チ
、キ
ハ
ダ
、

カ
ツ
オ
が
判
別
可
能
に

│
新
開
発
の「
広
帯
域
魚
群
探
知
機
」│

aff  L ab

魚探機の基本的なしくみは、
まず船底から特定の周波数の
超音波を海底に向かって送波
する（①）。その超音波が魚に
当たると、海底に当たるより
も早く反射してくる（②）。そ
の反射までの時間とエコーの
強弱を受波する（③）。この受
波の時間と音速から魚までの
距離が分かり、エコーの強弱
でどのくらい魚がいるかを判
断する。これは「やまびこの
原理」と同じ

この図は受波する周波数の特性から取り出せるスペクトラルパ 
ターン。３魚種それぞれから色の特徴が見て取れる。「キハダ」
を例に取ると、従来型の魚探機は黒線で示す線のデータまでし
か取れないが、広帯域魚探機では幅（両矢印）が広がるので、魚
種ごとに色識別ができるほど情報量が多い

魚種によって鰾の有無に特性がある。メバチは100％鰾を持って
いるが、カツオは持っておらず、キハダは10％程度に鰾がある。
これにより、反射特性に違いが生じるため、魚種の特定が可能と
なった

広帯域魚探機の映像から読み取れたメバチ、キハダ、カツオの反
射パターンを、それぞれの色で着色した図。魚1匹から返ってく
るエコーが、への字のような形で見て取れるのが特長だ

魚群探知機のしくみは“やまびこの原理”

広帯域魚探機は１匹の魚まで感知できる

魚種ごとに映像のパターンを見極める

反射のパターンがわかれば魚種まで分かる

魚種を判別できる要素の１つが“ 鰾
うきぶくろ

”の有無

［広帯域魚探機で魚の群れを捉えた映像］

10

11

水
深（ｍ
）

従来型の魚探機 広帯域魚探機

周
波
数
帯

メバチ

メバチ

キハダ

キハダ

カツオ

カツオ

12

13

14

あふ ラボ
a f f   l a b o r a t o r y

ト
リ
ビ
ア

あふ・ラ
ボ

文
／
葵
和
み
ど
り

1

3

2

4

魚探機は、特定の周波数を中心とした超音波
を一度に発している。従来型の魚探機はその
周波数の幅が狭いため、「魚の群れ」程度しか
判別できない。一方、広帯域魚探機は、周波数
の幅が格段に広いので、細かな色分布が画面
に映る。これが「魚１匹」まで判別できる手
助けになっている

1 産卵１時間後の受精卵（約１ミリ）2 22時間後には
発達が進んだ卵に 3 40時間後にはふ化直前の卵にな
る 4ふ化したクロマグロの赤ちゃん（約３ミリ）

1,880tもの大型陸上水槽で育てられているクロマグロ

　2014年５月、長崎市の国立研究開発法人水産総
合研究センター西海区水産研究所で、採卵を目的
とした大型陸上水槽での世界初のクロマグロの産
卵に成功しました。
　現在のクロマグロ養殖では、主に天然の幼魚（ヨ
コワ）を捕獲して育てています。この方法は、天
然資源への影響が大きいため、それに依存しない
完全養殖技術の実用化が急務となっています。ま
た、海面生けすでの親魚の育成では、親魚の成熟
や産卵が自然環境条件（水温、日照時間など）に
大きく左右されることから、年によって採卵でき
る受精卵の数が大きく変動します。このため、育
成した親魚から安定して採卵できる技術の確立が
不可欠です。
　そこで、西海区水産研究所まぐろ増養殖研究セ
ンターでは、海面生けすでの産卵実績を基に、屋
内の大型水槽に収容した２歳のクロマグロを水温
と日照時間を制御した環境条件下で１年間飼育。
３歳になった時点での産卵に成功しました。
　これにより、安定的な採卵技術の開発が大きく
前進し、ひいては、養殖に用いる稚魚の安定生産
技術の向上を通して、完全養殖技術の実用化への
貢献が期待されます。

得られたマグロの受精卵からふ化まで

研究施設での大型陸上水槽
で世界初！ クロマグロの産卵、
ふ化に成功

［有鰾のメバチ］ ［無鰾のキハダ］

①送波 ②反射 ③受波

魚の姿勢角（度）

深
さ（ｍ
）

経過時間
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「
地
球
に
食
料
を
、
生
命
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
」
と
題
し
て
、
５
月
１
日
か
ら
イ

タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開
催
中
の
ミ
ラ
ノ

国
際
博
覧
会
（
ミ
ラ
ノ
万
博
）
は
、
世

界
初
の
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
万
博

で
す
。

日
本
の
食
文
化
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
日
本
館
は
、
連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
館
と
並
ん
で
、

参
加
各
国
の
中
で
最
も
人
気
の
あ
る
パ

ビ
リ
オ
ン
の
１
つ
で
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
日
本
の
優
れ
た
「
食
」

「
農
」
に
関
わ
る
知
恵
と
技
を
戦
略
的

に
発
信
す
る
第
二
の
拠
点
と
し
て
、
６

月
25
日
か
ら
７
月
13
日
ま
で
の
期
間
、

「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ロ
ー
ネ
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
は
、
ミ
ラ
ノ
市
内
の
ス
テ
ッ
リ

ー
ネ
宮
殿
。
元
修
道
院
の
名
残
を
と
ど

め
た
、
15
世
紀
の
建
築
物
で
す
。

開
催
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
長
谷
部
正
道 

農
林
水
産

省
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
ミ
ラ
ノ
万
博

を
機
に
、
ミ
ラ
ノ
を
は
じ
め
と
す
る
イ

タ
リ
ア
の
日
本
に
お
け
る
知
名
度
が
浸

透
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ロ
ー
ネ

も
、
日
本
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
」

と
挨
拶
。
加
藤
辰
也 

ミ
ラ
ノ
万
博
日

本
政
府
代
表
は「
日
本
の『
食
』
と『
農
』、

ま
た
『
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
』
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
具
体
的
に

発
信
し
て
い
く
活
動
が
、
い
よ
い
よ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ロ
ー
ネ
」
は
、
日
本
政

府
と
と
も
に
日
本
館
協
賛
企
業
や
団
体

な
ど
が
参
画
し
、「
食
」
や
「
農
」
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
商
談
会
を
実

施
す
る
場
で
す
。
会
場
で
は
、
日
本

食
・
食
文
化
、
ア
ニ
メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
か
ら
伝
統
工
芸
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
を
訴
求
。

さ
ら
に
、
訪
日
促
進
の
た
め
の
観
光
Ｐ

Ｒ
な
ど
も
行
い
、
日
本
を
幅
広
く
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
農
林
水
産
省
は
和
食
や

日
本
の
お
菓
子
作
り
体
験
会
を
開
催
。

巻
き
寿
司
や
か
り
ん
と
う
作
り
の
体
験

を
通
じ
て
、
日
本
食
・
食
文
化
に
対
す

る
需
要
を
喚
起
し
、
日
本
産
品
の
普
及

や
輸
出
拡
大
に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

体
験
会
の
参
加
者
か
ら
は
「
段
取
り

が
良
か
っ
た
。
み
ん
な
親
切
で
、
シ
ェ

フ
が
格
好
い
い
」（
イ
タ
リ
ア
・
女
性
）、

「
イ
ベ
ン
ト
自
体
が
と
っ
て
も
美
し
い
！
」

（
イ
タ
リ
ア
・
女
性
）、「
非
常
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
。
万
博
後
も
文
化
交
流
の
イ
ベ

ン
ト
を
も
っ
と
や
っ
て
欲
し
い
」（
イ
タ

リ
ア
・
男
性
）
な
ど
、
称
賛
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
食
」
や
「
農
」
に
関
す
る

知
恵
と
技
を
戦
略
的
に
発
信

MAFF TOPICS   |  

ミラノ万博日本館 第二の拠点
「ジャパンサローネ」を開設

クールジャパンコンテンツ

JAグループ 全国商工会連合会

観光庁／JNTO（日本政府
観光局）

総務省／
日本放送協会（NHK）

パビリオン探
訪 1

文／葵和みどり、宮田麻子

最先端の映像美に
圧巻の開催国「イタリア館」
http://www.expo2015.org/en/participants/countries/italy

生命・自然の象徴としてのシンボ
ルツリー（Tree of Life:生命の樹）
を中心に、南北の大通りに沿って４
つの建物を配置。館内には、イタ
リアの食文化や伝統に関する多
数の展示があります。また、同国
が誇る食のクオリティや職人技、さ
まざまな食に関する課題への挑戦
を、万華鏡のような幻想的な演出
で紹介しています。

砂漠がテーマの「UAE館」
連日行列の人気ぶり
http://www.expo2015.org/en/participants/countries/united-arab-emirates

砂丘をイメージした曲線の壁に
沿って順路をたどると、アンバサダー
と呼ばれるホストによる伝統的なも
てなしとともに、砂漠から大都会へと
変貌を遂げたUAEの歴史や食文化
の体験型展示があります。また、持
続可能な食料供給に向けて、伝統
の食文化からヒントを得る映像ストー
リーなども上映されています。

主な出展団体と
プログラム
内容

パビリオン探訪
2

パビリオン探訪
1

オープニングセレモニーにて。長谷部正道 農林水産省大臣官房審
議官（中央）、天羽 隆 同大臣官房政策課長（右から２番目）、キアラ・
ビスコンティー ミラノ市評議委員（右から３番目）

右／宮殿には美しい中
庭やテラスがある
下／全国商工会による
SAKEの試飲会

上／モダンな建築に最先端のテ
クノロジーを駆使した展示演出
下／会場内でひと際目を引く巨
大な構造建築

上／エントランスでは12ｍもの高
さの壁が入場者を迎える
下／波打つデザインが美しいパ
ビリオン

上／巻き寿司作り体験の様子
下／キティちゃんやマイメロディも参
加したかりんとう作り体験会

旅館や伝統的工芸品の産地
の魅力を伝えながら、日本文化
の中に息づく「美」を感じる
旅を提案

イタリア初公開となった「８Ｋ
スーパーハイビジョン」など、
日本で進めている超高精細映
像４Ｋ・８Ｋ技術を紹介

安心な国産農畜産物・加工
品の提供にあわせて商談会
を実施。また、古き良き日本の
農村の魅力を発信して観光
客を誘致

日本酒（SAKE）が和食だけ
ではなく、イタリア産のチーズ
やハムなど世界各国の食材と
も合う飲み物であることをア
ピール

ジャパンアニメの上映のほか、
一刀彫りなどの伝統工芸と
いった日本の「COOL」（クール）
をまとめて体験できる



の
の
、
壁
に
は
穴
が
開
き
、
電
気
器
具

も
食
器
も
使
え
な
く
な
り
、
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。「
水
道
も
止
ま
っ

て
し
ま
い
、
仕
方
な
く
海
水
を
汲
ん
で

店
の
掃
除
を
し
ま
し
た
」（
川
上
さ
ん
）。

そ
れ
で
も
「
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
を

復
興
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
、
め
げ
ず
に

復
旧
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
復
旧
費
用

は
水
産
庁
と
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

震
災
後
81
日
目
の
６
月
１
日
に
は
再
開

に
こ
ぎ
つ
け
ま
す
。

店
が
再
開
す
る
と
、

事
前
に
懸
念
し
た
ほ

ど
の
風
評
被
害
は
な

く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

待
ち
構
え
て
い
た
よ

う
に
客
足
が
戻
っ
た

の
で
す
。

連
休
中
な
ど
は
長

ん
な
で
考
え
ま
し
た
。
と
く
に
人
気
な

の
が
し
ら
す
で
す
。

臼
庭
さ
ん
は
「
水
産
試
験
場
が
開
発

し
た
冷
凍
技
術
で
、
し
ら
す
を
通
年
で

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大

き
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

当
初
の
狙
い
通
り
、
食
堂
が
地
元
で

水
揚
げ
さ
れ
る
水
産
物
を
買
い
上
げ
る

こ
と
で
、
魚
価
の
安
定
に
も
寄
与
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
順
調
に
開
店
１
周
年
を

迎
え
よ
う
と
し
た
矢
先
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
。
3
度
に
わ
た
っ
て
津
波
が

漁
港
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
魚
市
場
は

地
盤
沈
下
、多
く
の
漁
船
が
被
災
し
、「
か

あ
ち
ゃ
ん
の
店
」
も
建
物
こ
そ
残
っ
た
も

蛇
の
列
が
で
き
、
長
時
間
待
た
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
、
店
を
拡
張
し
て
席

数
を
約
40
ま
で
倍
増
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
漁
協
は
町
の
復
興
事
業
の

一
環
と
し
て
、
大
洗
港
に
面
す
る
漁
協

の
漁
具
倉
庫
跡
地
に
、
団
体
客
用
の
食

堂
と
干
物
の
加
工
場
を
併
設
し
た
、
鉄

骨
造
り
2
階
建
て
の
別
館
の
建
設
を
決

め
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
11
月
、
港
に
面
し
た
眺

望
の
よ
い
客
席
50
の

食
事
処
が
完
成
。
周

辺
に
は
他
に
も
地
魚

料
理
を
出
す
店
が
増

え
、
こ
れ
ら
を
目
当

て
に
前
浜
地
区
へ
の

観
光
客
も
増
加
。
今

で
は
浜
全
体
が
活
気

づ
い
て
い
ま
す
。

積
極
果
敢
な
事
業
拡
大
が
功
を
奏
し
、

現
在
、来
客
数
は
平
日
で
2
0
0
〜
３

０
０
人
、
土
日
は
4
0
0
〜
5
0
0
人

に
も
。
売
上
は
昨
年
１
億
円
を
超
え
、

震
災
の
前
年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。

「
漁
家
の
所
得
も
増
え
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
う
れ
し
い
の
は
女
性
部
の
親

睦
が
深
ま
り
、
店
が
み
ん
な
の
生
き
が

い
に
な
っ
た
こ
と
で
す
」
と
川
上
さ
ん

は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
あ
た
り
は
船
び
き
網
漁
の
し
ら

す
が
名
物
で
す
が
、
漁
期
は
限
ら
れ
、

漁
獲
量
も
日
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。

何
と
か
売
上
を
安
定
さ
せ
た
い
、
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
の
は

大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
部
長
の

川か
わ
か
み上 

悦え
つ

さ
ん
。

ま
た
、
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
に
は
、
数

や
サ
イ
ズ
が
そ
ろ
わ
な

い
た
め
に
市
場
に
出

し
に
く
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

活
用
し
よ
う
と
漁
協

女
性
部
の
有
志
の
13
人

が
魚
市
場
の
片
隅
で
魚

介
類
の
加
工
販
売
を
始

め
た
の
が
平
成
17
年
。
直

売
場
に
イ
ー
ト
イ
ン
の
よ
う
な

ご
く
小
さ
な
店
を
併
設
し
ま
し
た
。

「
当
初
は
思
う
よ
う
に
売
れ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
続
け
て
い
る
う
ち
、
新

鮮
な
魚
介
類
を
用
い
た
食
堂
の
料
理

の
評
判
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
盛
況
に

な
っ
た
の
で
す
」

こ
の
人
気
に
注
目
し
た
大
洗
町
の

小こ

　た
に谷
隆た
か
あ
き亮
町
長
や
漁
協
の
役
員
会
が
、

女
性
部
に
本
格
的
な
食
堂
の
運
営
を

持
ち
か
け
ま
す
。

「
漁
協
内
に
は
、
素
人
に
食
堂
の
経
営

が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
慎
重
論
も
あ

り
ま
し
た
が
、
女
性
部
の
有
志
の
み
な

さ
ん
は
諦
め
ず
に
準
備
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
の
は
、
大
洗
町
漁
協

参
事
の
臼う
す
に
わ庭
明あ
き
の
ぶ伸
さ
ん
。

確
か
に
、
食
堂
の
経
営
は
素
人
で

す
。
失
敗
し
て
漁
協
に
迷
惑
を
か
け
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
本
格
的
に
働

く
と
な
る
と
、
家
事
と
の
両
立
も
大
変

に
。
そ
れ
で
も
有
志
が
中
心
と
な
っ
て

み
ん
な
で
話
し
合
う
中
、「
せ
っ
か
く

の
お
い
し
い
魚
を
も
っ
と
多
く
の
人

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
！ 

何
が
何

で
も
成
功
さ
せ
て

地
域
の
漁
業
の
役

に
立
と
う
！
」 

と

気
持
ち
が
一
つ
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

い
っ
た
ん
や
る
、

と
腹
を
決
め
た
漁
師
の
か
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
は
底
知
れ
ぬ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
発
揮

し
、
一
致
団
結
し
て
開
店
に
向
け
て
邁

進
し
ま
す
。
中
小
企
業
診
断
士
を
招
い

て
経
営
の
勉
強
会
を
行
い
、
接
客
研
修
、

衛
生
管
理
指
導
を
受
け
る
な
ど
着
々
と

準
備
を
進
め
、
つ
い
に
22
年
４
月
に
大

洗
町
漁
協
の
直
営
食
堂
「
か
あ
ち
ゃ
ん

の
店
」
を
開
店
し
ま
し
た
。

大
洗
町
漁
協
は
大
規
模
で
、
女
性
部

員
数
も
県
内
の
漁
協
で
有
数
の
多
さ
で

す
。
こ
の
女
性
部
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

生
か
す
こ
と
で
、
安
定
的
な
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
の
45
人
は
３
班
体
制
を
組
み
、

１
週
間
交
代
で
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
魚
を
知
り
尽
く
し
た
漁

師
の
か
あ
ち
ゃ
ん
で
あ
る
女
性
部
の
み

漁師妻たちのめげない気質が
お店も地元も元気にさせた

文／下境敏弘

太平洋に面した茨城県大洗町では、大洗町漁協女性部が
平成 17年から水産物の加工・直販事業に取り組んできました。
漁協の積極的な投資もあり、震災を乗り越え、大きく売上を伸ばしています。

新たに建てられた別館（左）。２階
は漁港の見える食事処

大洗町漁協は女性部員も多く、
女性部のチームワークを生かすこ
とで安定的な運営を行っている

※このページに掲載しているメニューの価格は総額表示です。

刺身とかき揚げの「かあちゃん御膳」（左）、刺身と煮魚の「とおちゃん御膳」（右）、ど
ちらも1,404円

漁
師
の
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の

新
鮮
な
魚
料
理
が
評
判
に

震
災
の
被
害
を
乗
り
越
え

年
商
は
１
億
円
を
突
破

 食料自給率を上げたいと思い、日々勉強
している大学生です。日本食が海外で人気
とは、うれしいですね！ と同時に、私たち
日本人こそが日本食を誇りに思い、食べるこ
とが重要だと感じました。日本の特産品を新
たな形で消費する、楽しくて健康的なレシピ
の紹介などはいかがでしょうか。（20代・女性）

 楽しく拝見させていただきました。日本
の食、食文化を世界へ！と同時に現代日本が
抱える課題をどうやって解決していくかが
肝ですね。食料自給率、国民の日本食離れ、
生活習慣病の低年齢化など。（40代・男性）

 グローバルな視点から日本の食文化を発
展させていこうという取り組み、とても素晴
らしいと思いました。和食は日本が世界に誇
れる素晴らしいものなので、国内でも伝統や
技術を今後の世代に伝えてほしいです。国
際化の波を上手に利用し、経済発展にもつな
げていけたらいいと思います。（40代・女性）

 日本の食材が世界の料理に使われている
とは、うれしいですね。（40代・女性）

 トップランナー「降矢農園」の取り組
み、素晴らしいですね。夫婦二人三脚で支え
合い、地域の発展を考えて挑戦する姿に、勇
気をいただきました。おいしい夏いちごが
出来るといいですね。（50代・女性）

 毎回、新鮮な情報をいただき感謝してお
ります。地域のおいしい食材がいきいきと
発信されています。食べてみたいと思う食
材が多いですね。（60代以上・女性）

放射性セシウムに
関する情報について
農林水産省のホームページ
 （東日本大震災に関する情報）をご覧ください。
http://www.maff.go.jp/
携帯電話用ホームページ
http://www.maff.go.jp/mobile/

今後もよりよい広報誌とす
るため、読者アンケートにご
協力ください。農林水産省
のホームページ、広報誌aff
のサイトから回答できます。

広報誌aff（あふ）の感想を
お聞かせください

読者の皆さまから寄せられた
『aff』６月号のご意見やご感想を紹介します。

読者の声

上／一番人気のメニュー「生しら
す丼定食」972円
左／連日のにぎわいを見せる
「かあちゃんの店」

大洗町漁協の女性部。現部長は川上 悦さん（最前列の右から２人目） 

大洗町漁協
直営食堂
かあちゃんの店

茨城県大洗町

vol . 4

東日本の
復旧・復興に向けて

明日を
つくる
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